
日本建築学会北海道支部2008度第 3回常議員会議事録 

記録：小澤 

  

日時：平成20年 12月16日（火）18:30～19:30 

場所：北海道建設会館ビル 支部事務所会議室 

出席：支部長：星野 

常議員：伊東、長谷川、加藤、大澤、浜、川村、小澤 

総務委員会委員長：菊地 

 

 

Ⅰ 配付資料 

① 前回（2008年度第2回常議員会）議事録(案) 資料3-1 

② 2008年度建築文化週間実施報告書 資料3-2 

③ 特色ある支部活動企画について 資料3-3 

④ 2008年度道内工業高校巡回講演会について 資料3-4 

⑤ 環境工学専門委員会主催論文発表会について 資料3-5 

⑥ 2009年度事業計画案について 資料3-6 

⑦ 2009年度予算案について 資料3-7 

⑧ 「アーキニアリング展巡回展」について 資料3-8 

⑨ 次期支部役員候補者について  資料3-9 

⑩ 日本建築学会大賞候補者について 資料3-10 

⑪ 北海道支部技術賞の募集について 資料3-11 

⑫ 会員を対象とした学会支部への要望に関するアンケート調査報告 資料3-12  

 

司会：長谷川 

 

Ⅱ 議事内容 

１ 前回（2007年度第2回常議員会）議事録（案）の確認 （加藤／資料3-1） 

・「特色ある支部活動応募件数」10件→9件に訂正。残りは修正なしで承認された。 

 

２ 2008年度建築文化週間実施報告書  （長谷川／資料3-2） 

 ・標記について報告があった。 

 

３ 特色ある支部活動企画について （長谷川／資料3-3） 

 ・標記について報告があった。25万円はほぼ満額回答であった。 

 

４ 2008年度道内工業高校巡回講演会について （長谷川／資料3-4） 

 ・標記について報告があった。 

 

５ 環境工学専門委員会主催論文発表会について （長谷川／資料3-5） 

 ・標記について報告があり追認された。日時を2008年 3月 13日→2009年 3月13日に訂正。 

 

６ 2009年度事業計画案について （長谷川／資料3-6） 

・ 標記について照会があり承認された。 

・ 「15.会員増募」を削除する。 

 



７ 2009年度予算案について （菊地／資料3-7） 

・ 標記について照会があり承認された。 

・ 本部から指示のあった新会計基準により、繰越金については、これまで予備金支出にあてられて

いたが、本年度より次期繰越収支として明記した。 

・ 総じて財務状況は厳しい。会員増・研究発表会論文増等によって収入を増やす努力が必要。 

 

８ 「アーキニアリング展巡回展」について （小澤／資料3-8） 

・ 標記について北海道支部として開催することが承認された。 

・ 本部より、開催経費30万円＋展示物輸送費が支給される。 

・ 2009年 1月13日までに本部に北海道支部での開催の意志有りと報告する。 

・ 会場は北大遠友学舎（斉藤会長視察済、2008.6）を候補とし、開催次期はこれから検討する。 

・ ＷＧ人選と立ち上げについては、幹事一任とする。 

 

９ 次期支部役員候補者について （長谷川／資料3-9） 

 ・標記について報告があり承認された。 

 

10 日本建築学会大賞候補者について （長谷川／資料3-10） 

・ 柴田拓二先生の推薦が照会され承認された。 

・ 本部への締め切りは1月21日である。 

 

11 北海道支部技術賞の募集について （星野／資料3-11） 

 ・標記について照会があり承認された。 

 

12 来年度の総会の日程について 

 ・2009年 5月22日、第2水産ビル4Ｆにて開催する。 

 

13 その他 

・ 星野支部長より、羽山先生から以下の打診があったとの報告があった。 

「JIAと AIJ合同の企画委員会が最近途絶えている。もともと同じスペースに両事務所があったこ

とをきっかけに始まり、これまで計 40 回ほど開催されているのでこれからも継続したい。AIJ か

ら 2～3名の委員をだし、企画委員会を発足してほしい。」 

→昨年度第1回常議委員会において選出された以下のメンバーで今後対応する。 

 星野政幸、絵内正道、菊地優、小椋伸幸、奈良謙伸、福島明、那須豊治、横山隆 以上8名 

・ 長谷川委員より「会員を対象とした学会支部への要望に関するアンケート調査報告」（資料3-12）

が提出され、指摘があれば修正し、HPからダウンロードできるようにしたい旨照会があった。 

→承認された。 

・ 次回常議員会：2009年 3月 13日（金）18：30～ 

 

 

以上 


